
電業特報・プチ特集／ 2020.11

　　今年掲載の本紙プチ総特集・ダイジェスト版！
　　いろいろな建物や電化の記憶などを訪ねました
　　　　～新国立競技場から明治の水力発電所まで①～

                                                                 　　　　　　　　　　　 （取材・構成／本紙編集部）

と造られていく様子（～ 2019 年夏まで、写真 1・2参照）
を、順を追ってご紹介した。
　そして特集の末尾には、2020 東京オリパラがいよい
よ今年（2020 年）の 7 月 24 日～ 8 月 9 日まで行われ
ること、パラリンピックは 8 月 25 日～ 9 月 6 日まで
行われることを紹介していた。
　新型コロナウイルスの存在は昨年 12 月に明らかに
なっていた。しかし、この特集を掲載した今年 1 月末
の段階では、新型コロナウイルスがまだ今日のような
強力な感染力をもっているとは想像もしていなかった

☆東京オリパラが予定通り開催と信じていた 1月
　本紙の毎月最終週発行号に掲載の「電業特報・プチ
特集」。今月と来月（12 月）は 2 回に分けて、新型コ
ロナ騒動の渦中に取材し、掲載させていただいた 2020
年特集企画のダイジェスト版をお届けしたい。
　今年最初のプチ総特集は、完成したばかりの新国立
競技場が主役。この特集では旧国立競技場が解体され
る前の姿（2014 年 9 月撮影）から、解体中の模様
（2017 年 2 月撮影）、解体を終えて基礎工事が進んでい
る様子（2017 年 11 月）、さらにはスタンドなどが着々

　さらに温泉が湧いていて、往時の参勤交代路も町内
を通っていたため、大いに賑わった。
　それは電燈が引かれたのも熊本市の次だったし、電
話線が引かれたのも熊本市の次だったという「電化の
早さ」からもよくわかる。
　この豪華絢爛たる芝居小屋・八千代座が造られたの

のだ！　このダイジェスト版
をまとめていて、改めてその
ことに気づいた。
　　　　　　＊
　2 月のプチ特集では熊本県山
鹿市を訪ねた折のリポートを
掲載している。
　山鹿市を訪れたのは 2 月中
旬で、この段階では新型コロ
ナ騒動は本格化の兆しを見せ
始めていた。2 月 1 日に例のク
ルーズ船「ダイヤモンド・プ
リンセス号」の乗船客に感染
者が出ていた。そして 2 月半
ばには、船内が完全にクラス
ター化しつつあり、その後の
経過が連日大々的に報じられ
ていたからだ。
　しかし、筆者は何の問題も
なく飛行機で熊本に飛んで、
山鹿市入りしたのだった。た
だしこの時点で、移動の際に
はマスク着用がすでに半ば常
識とされていた（着用してい
ない人もまだそれなりにいた
が）のをまざまざと思い出す。
　そんな状況下に訪れた山鹿
市における主要目的の一つは、
1910（明治 43）年に建設され、
現在では国指定重文ともなっ
ている町場の劇場（芝居小屋）
「八千代座」にあった。
　写真でおわかりのように、八千代座のスケール感は
圧倒的だ。天井や梁には昭和初期の彩色広告の数々が
復元されており、当時の山鹿のまちの賑わいを雄弁に
物語っていた（写真 3・4 参照）。山鹿は養蚕業や製糸
業が盛んで、明治時代から昭和前半期にかけて、熊本
県では熊本市に次ぐ隆盛を誇っていたのだ。
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アのイメージチェンジをここ数年来、図ってきた。
　キャッチフレーズは「国際アート・カルチャー都市
池袋」。もともと池袋地区に集積のあったアニメや漫
画関係のサブカルチャー関連施設を中心に、映画や演
劇の劇場の拡充化を図った。一方で旧区役所を廃して
多目的高層ビル（ハレザタワー、写真 5・6参照）を建設、
その周辺エリアにはサブカルチャーや演劇関連の施
設、ショップなどを集めた。
　並行して東武鉄道と西武鉄道の協力のもとに池袋駅
の動線を改革する事業が現在進められており、隣接す
る旧西武鉄道本社もモダンな多目的高層ビルへと変身
している。
　さらにサブカルチャー路線の推進には 2020 東京オ
リパラを始めとするインバウンド効果狙いもあったの
だろうが、残念ながらその線は新型コロナのせいで頓
挫している。しかし、性格の曖昧だった池袋にサブカ
ル路線というイメージしやすい像を付与した効果はこ

も、そうした社会状況があったればこそ、なのだ。
　　　　　　　　　　　＊
　3 月を跳ばして 4 月のプチ特集では、盛り場・池袋
の新たなまちづくりの模様を簡単にご紹介した。
　池袋界隈は渋谷界隈や新宿界隈と並び称されること
の多い、庶民派の盛り場を代表するエリアだ。だが若
い女の子たちを中心に人気の渋谷、若い男の子たちを
中心に人気の新宿に対し、池袋は常に「おじさんたち
の盛り場」と捉えられていた。
　おじさん記者としては「おじさんの盛り場」で何が
悪いと思わないでもないが（笑）、若者人気がイマイ
チの池袋は 2014 年に、将来的な「消滅可能性都市」（日
本創生会議選定）に選ばれたこともある。
　実際、常に新宿駅の次に多かった池袋駅の乗降客は
2018 年に渋谷に抜かれたし、池袋を核とする豊島区
の人口も年々落ち込んでいる。
　そうした状況を変えようと、豊島区は池袋周辺エリ

光客に人気の上野動物園への最寄口である上野駅公園
口の大規模改修など、さまざまな分野に及んでいる。
　池袋特集の項でも書いたが、上野界隈のこうした広
範囲の再開発は、しかし、絶対に無駄にはならないは
ずである。来年開催の 2020 東京オリパラが、たとえ
極端な規模縮小での開催になったとしても、それは同
様のはずだ（浅草界隈のリポート・ダイジェスト版は

れから先、いろいろな意味で発揮されてくるはずだ。
　　　　　　　　　　　＊
　次に 5 月に入ってからは、上野・浅草エリアで進む
タワマン建設ラッシュの状況をリポートした（5 月・
6月の 2回分載）。
　まず 5 月の特集では上野界隈を取り上げた（写真
7・8 参照）。1 月掲載の新国立競技場の特集、4 月掲
載の池袋特集、そして 5 月・6 月の上野・浅草特集は
すべて、2020 東京オリパラの開催に照準を合わせた
再開発の模様の取材だったが、2020 東京オリパラは
新型コロナウイルスの蔓延拡大に伴い、3 月 30 日に
は来夏への 1年延期が正式に決定した。
　この 2020 東京オリパラの開催延期の影響は、次号
にて掲載する本ダイジェスト特集の後編の取材地にお
いても、大きな衝撃となっている。
　上野でいえば、タワマン建設ラッシュだけでなく、
上野動物園および上野公園の大規模な改修、外国人観

た競技施設は以下の通りだ。
［会場①夢の島公園・アーチェ
リー場／会場②東京辰巳国際
水泳場／会場③東京アクア
ティクスセンター／会場④有
明テニスの森／会場⑤有明
アーバンスポーツパーク／会
場⑥有明体操競技場／会場⑦
有明アリーナ／会場⑧青海
アーバンスポーツパーク／会
場⑨海の森水上競技場／会場
⑩海の森クロスカントリー
コース］　
　開会式・閉会式が行われる
メイン施設の新国立競技場は
新宿区と渋谷区にまたがって
おり、競技会場が複数、集積
している。だが、江東区ほど

競技施設が集まっている場所は他にないのだ。
　折りも折り、この原稿を書いている最中にも、昨日
の大阪市・札幌市のGoTo トラベル対象地からの除外、
東京都の夜の飲食業の時短要請、今日になってからの
名古屋市の夜の飲食業の時短要請など、新型コロナ第
3波の抑制に向けたニュースが次々と入ってきている。
　それらの地区で飲食業を営んでいる人たちは GoTo
イートの取り扱いも極端に制限されるなど、さらに厳
しい情勢にさらされている。
　今回の江東区への取材は隅田川を挟んで中央区側に
位置する晴海の選手村宿舎の写真も撮影した。
　2020 東京オリパラがあれば、やはり大人気になるこ
と確実の豊洲市場の様子も取材してきた。
　現在の情勢では最悪、来夏のオリパラ中止という線
も現実味を帯びつつある。
　我々が関係している建設業界、電気設備工事業界も
もちろん、さまざまな影響を被りつつあるが、この「耐
えなければならない期間を将来への糧にするような準
備期間」と捉え、粛々と乗り切っていくしかないだろ
う。（以下、次号に続く）

本紙次号でご紹介します）。
　　　　　　　　　　　＊
　新型コロナウイルスの影響による 2020 東京オリパ
ラの開催延期が、東京において最も顕著に表れている
エリアの一つは江東区だろう（写真 9・10 参照）。
　６月のプチ特集では、その江東区全域を歩いた。
2020 東京オリパラに際して、江東区にはなにしろオ
リンピック種目 12 競技（10 会場）と、パラリンピッ
ク種目 8競技（7会場）が開催されることになっている。
　その日のために新設され、あるいは大規模改修され

写真 1／昨年 12月に完成なった新国立競技場の雄姿
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